
茶研のＳ－ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰ改善事例 
  

１ 工場のＳ－ＧＡＰ改善 
    

生葉搬入口はどうしても開けっ放しになりがち！    

ほこりや虫などが入ってきてしまいます。       

    

そこで防虫網を加工してカーテンを 

つけました！    

  

               

 

 

 

 

廃材のカーテンレールを再利用! 

ホームセンターで売っている 

防虫網､ハトメ､カーテンフックで 

ぴったしの寸法で作りました！ 

 

 

 

 

ちょっとした段差、 

機械の出っ張り部を 

目立たせて 

つまずいたり 

ぶつけたりしないように 

しました！ 

 

 

 

生葉を受け入れる場所は屋外と工場内の接点。 

トラテープで区域分けをし、履物も工場内専用のものを用意！ 

 



２ 仕上げ加工場・包装場所のＨＡＣＣＰ改善 

 

 

茶研の販売茶を

袋詰め・保管して

いる製茶倉庫を

｢ＨＡＣＣＰ
管理区域｣と 

目立つよう
に表示！ 
 

 

トラテープを張り 

下駄箱を設け 

専用の室内履きに 

履き替えることに 

しました。 

 

 

 

 

 

 

仕上げ加工場・包装場所は 

使用前後に清掃・点検を行い、

入室のルーチンを行ってから 

作業するようにしました。 

 

そしてしっかり記録に残しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ－ＧＡＰ、ＨＡＣＣＰの改善について、ご相談を承りますので、 
茶業研究所農業革新支援担当(電話 04-2936-2808)までご相談ください。 


